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植物が光合成機能を維持する上で，細抱分裂時に葉緑体を正確に娘細胞に伝達するこ

とは必要不可欠である．細胞当たりの葉緑体数は，通常，既存の葉緑体の対称二分裂に

より維持される．このような葉緑体分裂は「分裂面決定」と「葉緑体包膜の切り離し」

という２つの作業の複合と見なすことが出来る．近年の研究により，葉緑体分裂におけ

る両作業は，進化的に保存された原核生物由来の分裂因子蛋白質群および真核生物固有

の膜分裂蛋白質群の協調によって達成されることが解明されてきた．今回私達は，スト

ロマに局在する核コード原核生物由来蛋白質，ＭｉｎＤとＭｉｎＥによるシロイヌナズナ

（ＡＩ可a6iob脚ｓ伽Ijaﾉﾌﾞａ（Ｌ）Heynh．；Brassicaceae）の葉緑体分裂位置決定機構につ

いて報告する．野生型の葉緑体では分裂狭窄が中央で生じるのに対し，シロイヌナズナ

のjZmD(,4ZjLifzDjh4/fpI）機能欠失変異体（…〃-Z）や胸ｚＥ(,ＭｍＥＤ過剰発現体に

おいては，葉緑体はしばしば複数の分裂狭窄を形成し，非対称分裂も観察された．更に

詳細に観察すると，葉緑体の長軸方向に沿って１－複数個の分裂面が非選択的に形成さ

れ，その結果同一細胞内で形やサイズが不均一な葉緑体が生じていた．これらの異型

葉緑体における原核生物由来分裂因子蛋白質FtsZ(葉緑体内包膜のストロマ側表面にお

いて分裂面にリング構造msZリング］を形成する，葉緑体分裂の正の制御因子）の挙

動を調べるため，ａＺで１１－１変異体および』t]WDi/z団過剰発現体においてAtFtsZ1-l:GFP

（greenｴluorescentErotein；緑色蛍光蛋白質）キメラ蛋白質を発現させたところ，実

際にこれらの分裂狭窄にFtsZリングが形成されていた．これらの結果から，Ｍinシステ

ムによる分裂位置（換言すれば,ＦｔｓＺリング形成位置）の決定機構は，原核生物と高等

植物葉緑体との間で保存されていることが示された．


